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児童の日記に見られる述べ方について (IV)
―一N.W.児 の4年 生時の日記に見られる冒頭部分の表現に注視して一―
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A Study of the Expresslon of a School Child's Diary(4)

一一―With Special Reference to the Frst Sentence of

N . W . ' s  D i a r y  t t  t h e  F o u r t h  G r a d e ―

Tosl山対chi Oka

1.研 究の目的と計画

これまでの報告
1)で
研究の目的とその計画について触れているが,計 画については今一度こ

こに示し,本 報告の位置づけを明確にしておきたい。

囚Ne W.児の小学校 6か年の日記における冒頭部分の述べ方についてまとめる

1年生 (報告済) 2年 生 (報告済) 3年 生 (報告済) 4年 生 (本報告)

5年生 6年 生

回N,W.児 の小学校 6か年の日記の全体的な構成という面での述べ方についてまとめる

1年生 2年 生 3年 生 4年 生 5年 生 6年 生

回総括をする (他児童との比較もまじえながら)

2 . 研 究 の 概 要

(1)4年 生時における作文指導の実際

担任は,前 年度から引き続いて男性教諭 (当時41歳)で ある。取材によれば, 日記を書くに

あたって,

①日付,題 を書くこと

○内容は自由とする

といった約束事は継続されており,「書くことによって自分の生き方やくらしを見つめる。ふ

りかえるという面を, さらに強調していった」(担任教諭談)と のことである。児童が取り上

げる内容は,本 人のくらしそのものであり, くらしの中で感じたこと・考えたことである。日

記を書くことによって, くらしをふりかえるわけである。日記は,前 学年に引き続いて,毎 日

書いて提出するように促され,短 いコメントをつけて返却されている。学級の児童の日記は,

適宜学級通信によって紹介されている。No W.児の日記は,他 の児童よりも比較的多く学級通

信に掲載されており,本 人にとってかなり励みになったようである。

担任教諭は,時 折特設単元として行事作文的な文章を書かせることもあったが,お おむね国

語の教科書 (光村図書版)に おける作文単元を取り扱うという形をとってきたようである。作

文単元の指導と日記の指導との関連については強く意識していたわけではなかった, とも聞い

と一



ている。

ここで,ひ ととおり教科書の作文単元について見ておきたい。間接的ではあるものの,N.

W.児 の日記における述べ方に少なからず影響があったと考えるからである。

05月  メ モを生かして

09月  一 さつの本から

01月  成 長のアルバム

03月  四 年一組物語つ

本論文の末尾に,そ れらの教材文を掲げておく。

そのうち,「一さつの本から」は,い わゆる読書感想文を書く単元である。担任教諭は,そ

の単元と結びつけながら,夏 休み 。冬休みの家庭学習として,学 級の児童に読書感想文を書か

せている。両方とも,400字詰め原稿用紙 3枚 の分量である。N.W.児 は,そ れに応じて, 2

回とも読書感想文を書き,担 任教諭に提出している。

また,「成長のアルバム」は,企 画力や資料収集能力など,総 合的な表現の力が試される単

元である。担任教諭は,こ の単元の指導に最も力を入れていった。No W.児もそれにこたえて,

熱心に自分の作品 (アルバム)を 完成させた。

このように,N.W.児 は,多 様な書く活動を経験しており,そ れに呼応して,冒 頭部分の表

現も豊かになっている。

(2)Ne W.児 の4年生時の日記に見られる冒頭部分の述べ方

標記のことを整理するにあたり,Ne W.児 の4年生時の日記に見られる冒頭部分を一覧表化

し,基 礎資料とした。それを以下の①で示し,そ れをもとにして見出したことを②から後のと

ころで不す。

それに先立って,表 1(基 礎資料)中 の記号等についてのおおまかな説明をしておきたい。

左の項から順に説明する。

ONo.→ 通し番号。4年生時は,730か ら853までである。即ち124日分の日記を取り上げた

ということである。

○月日→平成 2年の7月22日から平成 3年の3月23日までである。

○題→日記に題をつけている場合は記すことにする。4年生時では,す べて題がつけられて

いる。

○冒頭部分の表現→冒頭部分の文表現である。誤字 ・脱字があっても,そ のまま示した。N.

W,児 のその時の心理状態や発達の様を, よリリアルに理解できると判断したことによる。

○文数→その日の日記のセンテンス数である。

○総字数→その日の日記におけるすべての表現を,音 節の合計数としてまとめた。例えば,

日記中に 「白」という表現があれば, 1字 とカウントするのではなく,「しろ」の2字 と

してカウントしていくのである。なお,題 の字数もこれに含めている。

① 結   果
表 1 基 礎資料

No` 月 題 冒 頭 部 分 の 表 現 文数 総字数

プール とてもあつい日だったのでプールヘ行きました。 3

7 部活 部活がありました

732 7 オールコート (部活) 部活で今日はオールコートをつかいました。
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けんどう わたしは3年の時からけんどうをしています。 4

734 四年プール はじめての四年プールでした。 5

れんしゅうじあい (部活) じ
た

うほくしょうがつこうとれんしゅうじあいがありまし 4

お祭り 大輪町のお祭りと,大 輪町のけつえきセンターのおまつり
がありました。

737 海へ行ったよ。 3時 すぎから海へ行きました。 5

はいしゃ しせきとりにはいしゃへいきました。

暑中げいこ けんどうで今日から四日まで暑中げいこがあります。 2

1 プール おじいちゃんと社会ほけんセンターのプールヘ行きまし
た。

四年プール また四年プールがありました。

わたしのなおすとこ2つ 部活とかで,お なじ四年生に,な かまはずれやいじめられ
たりします。

5

部活でのはじめてのしあV はじめてしあいをしました 5

5 水ごうさヽ きのう土曜日から今日にかけて水ごうさいがひらかれまし
た。

3

6 工場見学 ほけんしょの工場けんが くがありました。

けいさんドリル 夏休みのしゆくだいの自由べんきょうでけいさんドリルが
あります。

プール お母さんとおじいちゃんと社会ほけんセンターのプールに
いきました。

あつい日 とってもあつくてあつくてたまりませんでした 5

デパート いちばたへ10時30分ごろいきました。

たぎのおばあちゃん ことしは1人だとさびしいので2組のすわさんとわたしの
おばあちゃんちへきました。

朝 5時3 9分におきて外をみたら, 日のあたったくもがでて
いました。

752 車のそうじ おとうさんとおかあさんとわたしで車のそうじをしまし
た。

7

かいとり 海へかいとりに行きました。

754 としょかん じゆうけんきゅうでしょく中どくのことをやろうと思って
初めて,プ ラバホールのしりつとしょかんに行ってしょく
中どくについての本をかりました。

755 とうろうながし 初めてとうろうながしを見ました 5

こうはんの部活 バスケット部では今日からこうはんの部活がありました。

からくり いちばたの5か いでからくリヘ行きました

758 しあいのくみあわせ こんど23日と24日にバスケットのしあいがあります。 6

うちあげはなび いえのほうはかぜがなかったのでしんじこへ, うちあげは
なびをしに行きました。

アイスがすぐとける, アイスをたべていたら,す ぐとけてなくなってしまいま
す。

ひさしぶりのけんどう 2し ゅうかんけんどうも夏休みでした。

762 自由勉強 夏休みのしゅくだいの自由勉強が今日おわりました

バスケットのしあし 23,24とバスケットのしあいがありました

部活がおわってほっとした きのう金ようびで,部 活がおわってほっとしました。

765 おたんじょう会 石川さんのおたんじょう会にしょうたいされて行きまし
た。

児童の日記に見られる述べ方について (IV)
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8 どくしょかんそうぶん ようやくいまごろになって, どくしょかんそう文を書きは
じめました。

767 プール おじいちゃんと, プールヘ行きました。

768 8 けんどう けんどうで,ま めや,た こができて, とてもいたいです。

新しいでんわ でんわがちょっとおかしくなって,新 しいでんわをかいま
した。

自由けんきゅう 夏休みのしゅくだいで自由けんきゅうだけのこっていまし
た。

9 合唱だんきんしょう 合唱だんは今日県大会のためいずもへ行つていました。

水泳大会 1・ 2時 間目は,中 学年の水泳大会でした。

9 たいふう 今たいふうが島根県のほうに,む かってくるみたいです。

774 9 小体運 (バレー・サッカー) 四年生からうえの人から,お うえんに行きました。

ひさしぶ りの部活 ひさしぶりに部活に出ました。

9 だいぶすずしくなった このごろ,朝 ,夜 がすずしくなりました。

777 2 道とく 4時 間目の道とくの勉強で,『おかあさんなかないで』と
いう,お 話について勉強しました。

778 社会 (教生の先生の勉強) 5時 間目の社会で火事について勉強しました。

779 全活 今日は全活で,い ろいろつくる全活でした

780 四角形 算数の勉強で四角形の勉強しました。

国語 山さき先生のじゅぎょうでした。

Aは んの先生のさいごの日 1校時は音楽で古川先生のじゅぎょうでした。

デイスカバー松江 全校活動で 『ディスカバー松江』,で した

校外学習 4年校外学習でした。

さんかん日 2時 間目の図工でさんかん日でした。

川津とれん習試合 部活で,男 子も女子も,れ ん習試合でした。

部活 部活で,山 さき先生の子どももきていました。

佐々木先生の音楽 6時 間目の音楽は,佐 々木先生のじゅぎょうでした 229

朝の車たち このごろは,朝 夜がさむくなってきました

Bはんの先生のけんきゅう
じゅぎょう

123時 間目とけんきゅうじゅぎょうでした。

体育のさんかん日 5時 間目の体育は,さ んかん日でした

792 音 と訓 国語の時間に,音 と訓の勉強をして, じゅくだいがでまし
た。

三四年給しょく ランチルームで,三 四年いつしょに,給 しょくを食べまし
た。

じしん ぎょうかん佐々木さんが 「ゆれた一 じしんじゃない」と,
いいました。

795 11 音楽 3時 間目の音楽は,自 習のようなかんじでした。

796 11 こま 今,学 校で4の 1では,こ まがはやっています。

11 そうじ 体育館そうじで,高 おくんが,な にもしてないのに,け っ
てきたりたたいてきたりします。

11月がおわる ついこないだまで,10月 でした

日本人初宇宙ヘ きのう, うち上げられた,ロ ケットにのっていた秋山さん
が, 日本人初で,宇宙へ行かれました。

288

日本人初宇宙へ第二だん 今日は,秋 出さんののっているロケットと, ミールステイ
ションが日本時間で6時 57分18秒に,が ったいしそうです。
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日本人初宇宙へ第三だん 今日も, きのう,お とついにつづいて 「日本人初宇宙へ」
というだいの日記を書きます。

日本人初宇宙へ第四だん 今日は, きのうのように,秋 山さんが,カ メラを,外 へむ
けてくれました。

日本人初宇宙へ第五だん 今日のテレビは,ス ペシャルで2時 間やつていました

くばん こないだから,国 語の長さをはかるの,だ んらくや,小 見
だしを, かいたままでした。

日本人初宇宙ヘ 明日は,い よいよ,秋 山さんが,地 球にもどってきます。

日本人初宇宙ヘ 秋出さんが宇宙へ行ってあっというまに,か えってくる日
がきました。

すごい風 朝は,そ んなに風がなかったのにお昼ごろから,す ごく風
がでてきました。

808 4時 間日のさんかん日 4時 間目の算数は,さ んかん日でした。 5

いよいよ冬休み 明日で2学期も終わります。

はるちゃんとのわかれ。 はるちゃんは,か ごしまへ行ってしまいました。

クリスマスパーテイ おじいちゃんたちと,わ たしの家でクリスマスパーテイを
しました。

6

クリスマスイブ クリスマスイブといえば,サ ンタクロース。

読書感想文。 わたしは,夏 休みや冬休みになってさいごにのこる, しゅ
くだいは読書感想文です。

雪 夜ぐらいから雪があってきました。 5

歯 歯がいたくて,歯 いしゃへ行きました 5

さんぱつ さんぱつに行きました。

おばあちゃんの家 おばあちゃんのところへかえります。

もちつき おばあちゃんの家で,お もちをつきました。 5

なぜ今年がおわるの? みんな明日から, らい年っていうけど,わ たしは, まだら
い年になりません・

1 1 新しい年 今日から新しい年です。

1 雨 ひさしぶりに雨がふりました。

822 1 お年玉のけいさん おとしだまをいっぱいもらいました。

823 1 勉強 このごろ自由勉強をしていると,な んかムシャクシャして
きます。

824 1 だんだん冬にちかずいた このごろ朝夜がさむくなってきました。

1 大学ラグビー 大学ラグビーが2時 から,や りました。 186

1 7 もう冬休みもおわる。 長いようでみじかい冬休みでした。 5 204

1 ひさしぶり 冬休みもおわって3学期がはじまりました。

1 席がえ きのうから,ま ちにまった席がえでした。 5

1 とびばこプラスおこられ
ちゃった。

4時 間目は,体 育でした。

1 しょうほうしょの見学 2時間目3時間目は,社 会でしょうほうしょの見学に行き
ました。

ユ チュウリップ お母さんが,チ ュウリップをかってきました。

1 国語 国語で成長のアルバムを作ることになりました。

1 ヤッター完成した。 国語で作っていた,成 長のアルバムができました。 5

1 音楽 3校時の音楽は,音 楽会の練習でした。

835 音楽会の練習 5時 間目は音楽会のごうどう練習でした。 7

児童の日記に見られる述べ方について (Ⅳ)
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836 雪 朝,ひ えこんだなと思っていたら外を見て見ると,雪 がほ
んのちょっとだけつもっていた。

7

また雪 朝,外 を見たら,ま た雪がつもっていました。 6 172

きゅうぎ大会 5・ 6時 間目は,中 学年のきゅうぎ大会でした。

1 な

は

なんだあのおつきさま けんどうから帰る時,車 の中からちらっときいろくて,大
きいものがみえたのでなにかなと思ったら,す んごくでっ
かいおつきさまでした。

8 252

840 2 おわかれ集会 いよいよ六年生もふぞく小学校からおわかれです。 432

3 ゴロゴロパーンポップコー

ンのできあがり
お父さんとボーリングに行きました。 6

4 給食当番 私は, 6ば んです。 8

6 ななななななんとできた 私は,お とついぐらいから鉄ぼうの練習をしていました

7 てんびん 「ぎゆうにゅうハックの 1 0 0 0  c cのぶんをあしたもってき
て下さい」と,  6日,  きのうにいわれました。

7 232

送辞練習 今年初めての送辞練習がありました。 6

地区会 3時 間目は地区会でした。 7 259

人が死ぬとは? 9日土曜日の朝, しんせきのおじいさんがなくなりまし
た。

手紙 かごしまへ行ってしまったさめしまさんに今日手紙を書き
ました。

8

え・また雪 天気よほうで明日は 「くもりときどき雨か雪」といいまし
た。

5

VヽよVヽよ明 日 卒業式は,い よいよ明日です。 8

しいたけ 佐々木さんの家へあそびに行きました 9 282

そろそろ四年の終わりの
じゅんびをしなくちゃ。

そろそろ四年生も終わりにちかずいてきました 9 236

大輪町地区おわかれ会 大輪町地区のおわかれ会でした。 5

② 題 のパターン

3年時とほぼ同様な傾向が見られた。若干の変化は見られる。以下,そ の要点をまとめる。

02年 時において主流であり, 3年 時においては激減した 「(何)の こと」のパターンは消滅

した。 5年 。6年時にも現れない。

○名詞形のパターン (複合的なものや固有名詞等も含める)が ,前 年に続き主流である。124

例中103例を占める。「いよいよ冬休み」(No.809)「ゴロゴロパーンポップコーンのできあ

がり」(No.841)「え。また雪」(No.849)「いよいよ明日」(No.850)のように,特 殊なもの

もある。また,「朝の草たち」(No,789)の ような擬人的な表現は,こ れまで見られなかっ

たものである。

○文の形をとるもの (用言即ち動詞 ・形容詞 ・形容動詞で終わるもの),或 いはそれに近いも

の (用言で終わるのではなく,助 詞で終わるもの)は ,他 の21例である。これらのパターン

は3年時に出現し, 4年 時は全体に占める比率を高めている。表現も多様化している。他の

パターンよりも,内 に本人の感情が多く蔵されている。このパターンの題で書き始められた

日記の分量は,他 に比べて多くなっている。

☆このパターンの場合の総字数平均→252字

☆このパターン以外の場合の総字数平均→160字

他に特徴的なこととしては,No.799よ り,秋 山飛行士が宇宙へ行ったことを扱った 「日本
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児童の日記に見られる述べ方について (IV)

人初宇宙へ」という,シ リーズ (テーマ日記的)で 展開していくことが挙げられる。 4年 時で

初めて見られたものである。

③ 総字数が多い日の題材 (トピック)

総字数300字以上の日記は, 1年時25例, 2年時9例, 3年時4例と減少傾向にあった。4

年時は12例と,回 復してきた。

時期を見ると, 2学期の途中と3学期の途中に現れている。夏休みの時期と冬休みの時期と

の日記は,分 量の面で落ち込んでいる。落ち込んだ時期は,休 み中で担任教諭のコメントがも

らえない,即 ち相手意識に欠ける時期である。

3年時と傾向は変わっていない。つまり,題 材の特徴としては,次 の2つ に集約することが

できる。

ア.学 校生活 (学習)と 関わりがあるもので,先 生や友人,或 いは自分が力を入れて取り組

むことができた時のことである

イ.家 庭生活 (家族)と 関わりがあるもので,自 分にとつてシヨックだったこと (アクシデ

ントも含む)や 目新しい体験などを伴っている場合のことである

ア,イ それぞれについて, 4年時における新たなひろがりは,以 下のようなことであろう。

○アについて

No.829に注目する。それは, 自分なりに必死でやったことである。結果的 (道徳的)に は

いけないことなので,本 人は先生に叱られても納得している。かえってすっきりとしているの

である。そういった思いを述べている点に,精 神的な成長が窺える。

No。840にも注目してみる。自分も役割は精一杯呆たした。そして,先 輩 6年生の姿に感激

している。また,自 分の2年後の姿を重ね合わせている。こうした述べ方即ち考え方はこれま

でに見られなかった点である。

○イについて

まず,No.800から見てみる。ショックだったことといっても,い い方の意味である。秋山

さんの姿は,本 人にとって衝撃的であった。瞬時にして,自 分も将来ああいう仕事がしたいと

感じたのである。将来の夢につながっている。

次に,No.847を見てみる。親戚のお爺さんの死をめぐって, 自分自身の死ということにも

意識が及んでいる。逆に言えば,生 の意味を問うことでもある。これも,確 実な精神的成長で

あろう。

④ 書 き出し部分の表現

先のように,総 字数300字以上の日記12例について,第 1文のまさにはじめの表現 (書き出

しの表現)を 見る。

No.780 算数の勉強で →  「なにを表す語」十 で

No。783 全校活動で →  「なにを表す語」十 で

No.791 5時 間目の体育は, →  「ときを表す語」十 の +「 なにを表す語」十 は

No.800 今日は,秋 出さんののっている… →  「ときを表す語」十 は

No.801 今日も, きのう,お とついにつづいて… →  「ときを表す語」十 も

No.802 今日は, きのうのように, →  「ときを表す語」十 は

No.829 4時 間目は, →  「ときを表す語」十 は

No.830 2時 間目3時間日は, →  「ときを表す語」十 は
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No.838 5。 6時 間目は, → 「ときを表す語」十 は

No.840 いよいよ六年生も… →  「どんなだということを表す語」十 「ひとを表す語」十 も

No.843 私は,お とついく
｀
らいから… …  「ひとを表す語」十 は

No.847 9日 土曜日の朝, → 「ときを表す語」十の

傾向は, 3年 時とほぼ同じであり,日 立った変化はない。大体において, 日にち,時 間等の

ことを表す語即ち 「ときを表す語」が顔を覗かせる。その後に,「の」や 「は」「も」という助

詞を伴っている。ただ, 3年 時のように,「とき」についての詳しい表現がなされているから

その日の日記の内容も盛り上がる, という傾向があるとは言えなくなっている。つまり,こ の

面での因果関係はないと判断すべきである。

⑤ 第 1文の文末の表現

まず,文 末の表現,品 詞,実 数等をまとめたものを掲げる。なお,※ 印を付した文末の表現

は, 4年 時に初めて登場したものである。
…た

…ます
…です

…サンタ

…ません

助動詞

助動詞

助動詞

101 →  全 体に占める割合は大幅に増加

13 →  全 体に占める割合は微増

8 →  全 体に占める割合は微増

クロース 名 詞 (固有名詞)  1 →  ※

助動詞十助動詞 1 → ※

これまでの学年と同様に,第 1文の文末の表現と書く内容の盛り上がりとの厳密な因呆関係

はない。

⑥ 第 1文の述べ方のひろがり

3年 時より,第 1文 に見られる 「ときを表す語」の中で,「このごろ～」という形が多く

なった (14例)。それによって,当 日のことだけではなく,時 間的な幅のあるできごとを取り

上げることができるようになったのである。それは,例 えば,「このごろまたかくことがなく

なったよ」というように,主 として, 自分にとって好ましくないことを取り上げる際に使用し

ていたようである。4年時では,そ れは減ってきた (3例 )。過去のことだけでなく,近 い未

来にかけてのことを取り上げるために,「もうすく～`」という表現などを使うこともあった。

3年時の第 1文に見られる 「ときを表す語」の使用について,大 まかにまとめてみると,次

の表 。図のようになる。

No。576  3年 生になって～

No.578他 き のう～

No.588他 こ のごろ～

No.608  4月 の29日土よう日の～

No.617他 5月 17日が～

No.623  ず っとまえから～

No。624他 こ ないだ (は)の ～

No.653  も うすぐ～

No.667  今 日から5日 まで～

No。668  夏 休みにはいったから～

No.675  こ んどの14日に～

No.685  も うあと2し ゅうかんく
｀
らいで～

一- 8 -一



児童の日記に見られる述べ方について(IV)

No.714  11月 12日の～

No.719  ふ ゆやすみにはいって～

- 1 年  - 1 4 日   - 7 日   当 日  + 7 日 + 1 4 日

○ ○

きのう |+― → |

○  今 日から5日まで

5月 17日 が

① ○

十一 | もうすぐ

このごろ こんどの

このあいだ    も うあと2し ゅうかんく
｀
らいで

ふゆやすみにはいって

3年生になって

○

4月 29日 の上よう日の

○

夏休みにはいったから

1 1 月1 2 日の

○     ○
|        |

まいしゅう

○

ずっとまえから

4年時になると,わ ずかに様子が変わっていく。先と同様に,ま とめてみる。3年時と傾向

はほぼ同じである。

No.733  3年 の時から～

No.744  き のう土曜日から～

No.758  こ んど23日と24日に～

No.761  2し ゅうかん～

No。763  23, 24と～

No,764  き のう金ようびで～

No.776他 こ のごろ～

No.796  今 ～

No.799  き のう～

No.801  今 日も, きのう,お とついにつづいて～

No.802  今 日は, きのうのように～

No.804  こ ないだから～

No.805  明 日は～

No.806  明 日で～

No.819 明 日から～

○○
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No.828  きのうから～

No.843  おとついく
｀
らいから～

No.844  きのうに～

No,847  9日土曜日の朝から～

No,850  いよいよ明日～

-1年 -1月  -14日   -7日   当 日  +5日

○ ○

きのう 明 日

○     ○

|―|   こ んど23日 と24日 に

23 , 2 4と

○

| ― |

おとついぐらいから

今日も,き のう,お とついにつづいて

○

十一 |

このごろ

こないだから

○

2し ゅうかん

○

今

○

3年の時から

3年時から4年時にかけて,こ ういつた時間的な幅のあるできごとを取り上げることが, ぐ

んと増えているのである。

他に,象 徴的な表現として,次 の3例 を挙げておきたい (原文の表現のまま)。

No.810 はるちゃんは,か ごしまへ行ってしまいました。

No.812 クリスマスといえば,サ ンタクロース。

No.836 ひえこんだと思っていたら外を見て見ると,雪 がほんのちょっとだけつもっていた。

国語科の教科書にある教材文, 日常の会話等の影響が大きいものと思われる。

② そ の 他

N.W.児 は,こ の学年の3月 1日 (No.839)より,日 記用のノートを変えている。それまで

は,15マスで10行 (縦書き)の ノートであった。2冊用意してあり,交 互に提出していた。担

任教諭は,提 出されたものを預かり,言 葉を入れて後日 (1日遅れで)返 却したのである。新

しいノートになってからは,そ の日のうちに返却するようになっている。ノートは,大 学ノー

トで,罫 線のみ19行 (縦書き)の ものである。
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児童の日記に見られる述べ方について (Ⅳ)

注

1)以 下の論稿を参照いただければ幸いである。

○拙稿 「児童の日記に見られる述べ方について (I)一 N.W.児 の 1年生時の日記に見られる冒頭部分
の表現に注視して一」(『表現研究』第59号,1994年 3月 ,表 現学会発行)
①拙稿 「児童の日記に見られる述べ方について (■)一 N.W.児 の2年生時の日記に見られる冒頭部分
の表現に注視して一」(『表現研究』第61号,1995年 3月 ,表 現学会発行)
○拙稿 「児童の日記に見られる述べ方について (回)一 N.W.児 の3年生時の日記に見られる冒頭部分
の表現に注視して一」(『広島文教女子大学紀要』第30巻,1995年12月,広 島文教女子大学紀要編集委
員会発行)

2)「 メモを生かして」及び 「一さつの本から」は,光 村図書版 「国語四上 か がやき」(昭和60年3月31
日文部省検定済)に ,「成長のアルバム」及び 「四年一組物語」は,光 村図書版 「国語四下 は ばた

き」(昭和60年3月31日文部省検定済)に ,そ れぞれ掲載されたものである。
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メ
モ

ー
を
決
め
た
。

ロ
ニ
亮
き

・
ヤ
ラ
ダ

ト
ー
ス
ト

・
ミ
ルヽ
ク

日
ば
日
の
親
、
本
多
・を
作
った
ヽヽ
と
．

L!I

号を
うヽ

手
く
字
く

担

え想特中
の 名  わ

空 り

た か と に ン ロ 士
と ら き な を 五 う

く見守負食昔【

ブ脅告i i 受幕
と し り °

°
分 て

と て ｀そ  ず い

1 子 貢 2  尋
ス

資料 (教材文)

地
ｔｔ
を
■
た
て

ｍ
田

メ

モ

を

生

か

し

て

約
川
さ
ん
は
、
日
曜
日
の
朝
に
食
事
を
作

っ

た
こ
と
を
、
作
文
に
古
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
す
、
六
の
よ
う
に
、
メ
モ
の
え
ん
や
に
、
「書
き
た

い
こ
と
」
を
書

い
て
か
ら
、
し
た
こ
と
や
拷
し
た
こ
と
、
足

っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

い
つ
も
お
母
さ
ん
が
作

っ
て

い
る
の
を
見
て

い
て
、
わ
た
し
も
や

っ

て
み
た

い
な
と
、
前
か
ら
運

っ
て

い
た

の
て
す
。

冷
ぞ
う
【
を
開
け
て
み
る
と
、
た
ま
ご
が
あ
り
ま
し
た
。
夕
し
考
え

て
か
ら
、
日
五
焼
き
な
ら
て
き
そ
う
だ
と
に

い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に

キ
ヽ
い
た
十
ら
、

「
あ

な
た

が
作

っ
て
く

れ
る

の
。

や

っ
て
ご

ら

ん

」。

と
言

い
ま
し
た
。
そ
れ
て
、
わ
た
し
は
、
自
工
焼
き
と
サ
ラ
／
、
ト
ー

ス
ト
と
ミ
ル
ク
の
朝
住
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ジ

ュ
ー
ジ

ュ
ー
、

パ
チ
末
チ
。
初
め
に
フ
ラ
イ
バ
ン
に
お
を
お
り
ま

し
た
。
う
ま
く
て
き
る
か
、
ち

ょ

っ
と

ば
配
て
し
た
。

「
治
”
は
ね
る
か
ら
、
気
を
付
け
て
ね
。
た
女
ご
は
、　
一
度
火
を
止
め

て
か
ら
お
と
し
な
さ

い
。
在
、
性

ず
ふ
た
を
す
る
の
よ

」。

い
つ
の
間
に
か
、
お
母
さ
ん
が
台
所

に
来
て

い
て
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
た
ま
ご
を

一
つ

一
つ
て
８

い
ね

い
に
わ

っ
て
、　
フ
ラ
イ
パ
ン
に

落
と
し
ま
し
た
。

た
ま
ご
は
，

二
分
ぐ
ら

い
焼
き
ま

す
。
そ
の
問
に
、
サ
ラ
／

の
■
料
を

あ
ら

っ
た
り
、
お
さ
ら
を
な
ら

べ
た
的

り
し
ま
し
た
。

二
分
た

っ
た

の
て
、

を
く
こ
と
の
中
心
ｔ
決
め
て
・

家
や
学
校
て
自
分
が
し
た
こ
と
の
中
か
ら
、
よ
か

っ
た
な
、
楽
し
か

っ

た
な
と
こ
う
題
材
を
選
ん
て
、
約
川
さ
ん
の
よ
う
に
作
文
メ
モ
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、
古
く
こ
と
の
中

ば
を
決
め
、

「
初
め
、
中
、

作
わ
り
」
の
組
み
立
て
を
考
え
て
作
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

作
文
書
書
い
た
ら
Ｌ
み
返
≡
■
↑

ｏ

題
を
は
、
作
文

の
内
容
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
付
け
て
あ
る
か
。

Ｏ

ュ
苫

・
玉
苫
の
関
係
、
け
節
常
の
使

い
方
て
、
お
か
し
な
と
こ
ろ

は
な

い
か
。

Ｏ

か
な
づ
か

い
や
進
り
が
な

に
、
ま
ち
が

い
は
な

い
か
。

４
こ
を
つ
た
い
に
　
ｍ
四
四

一
さ

つ
の
本

か
ら

沈
み
た
い
と
違
う
ホ
を
選
ん
て
、
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
な
が
ら
携
み

ま

し

ょ
う
。

そ

し

て
、　
ド
に

の
こ

っ
た

こ
と

や
考

え

さ

せ
ら

れ
た

こ
と

を
携
古

患

起

夫

に
書

き

ま

し

ょ
う
。

強
く
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
持
．

１
　

本

を
沈

み
件
わ

っ
た
ら

、

全

体

を

通

し

て
思

っ
た

り
考

え

た

り

し

た

こ
と
を

メ

モ
に
書

き

セ

め
て
お

き
ま

し

ょ
う
。

２
　

な

く

ば
に

の
こ

っ
た

こ．
と
を
、　
い

っ
そ
う

は

っ
き

り

さ

せ
る
た

め

に
、

も
う

一
度
携

み
モ

し
ま

し

ょ
う
。

そ

の
と
き
、

「
し

お
り
」
を

用

意

し

て
、

次

の
よ
う

な

と

こ
ろ

に
は
さ

ん
て

お
き

ま

す
。

「
し

お
り
」

に
、
か
ん

単
な
感

想

を
す

い
て
お

く

の
も

い

い
て

し

ょ
う

。

・
登
号

人
物

の
行

動

や
吉

求

に

ば
を
う

た

れ
た

と

こ
ろ
。

・
作
者

の
す

い
た

い
こ

と
が
表

れ

て

い
る

と
思

っ
た

と

こ
ろ
。

・
ほ
か

の
本

や
自

分

の
生
活

と
く
ら

べ
て

み
た
。い
と

こ
ろ
。

・
自

分
な
ら

こ
う

す

る

と
思

っ
た

と

こ
る
。

・
書

き

表
し

方
て

い
ん

し

ょ
う

に

の
こ

っ
た

と

こ
ろ

。

感
想
を
と
と
め
と
す
一

こ

の
よ
う

に
し

て
て

き
た

メ

モ

や

「
し

お
り
」

を
使

っ
て
、
感

想

文

を

ま

と

め
て

い
き

ま

し

ょ
う

。

コ
川
さ
ん
の
作
文
メ
モ

〔
×
〕
６
×
∪
―
―
―
ミ
いと
し
た
息

口
日
日
― ―
― ―
― Ｉ
Ｔ
‐
ｉ

ｔ
た
こ
と

・
常
に
た
こ
と

一　
　
　
‐
‐

一―
―
―
思

っ
た
こ
ｒ

作
っ
て
よ
を

た
。

て
も
一
だ
４
さ
ん
に
も
与

日

大
え

だ
な
あ
．

③
Ｆ
母
せ
た
が
作

る
の
を
鬼

て

い
て
、
お
”
い
やら
一β
年
任
中
，
て

み
た
い
っ
た

・

次
に
、
メ
モ
を
利
用
し
て
、
作
文
の
範
み
立
て
を
考
え
ま
し
た
。

・
初
め
　
　
い
ち
ば
ん
古
き
た
い
①
の
と
こ
ろ
か
ら
書
き
だ
す
こ
と

に
し
た
。
（そ
の
中
に
、
④
≡を
入
れ
た
。
）

②
の
食
手
の
と
こ
ろ
を
、
次
に
書
く
こ
と
に
し
た
。

③
の
感
組
を
ま
と
め
て
、
終
わ
り
に
し
た
。

食
手
を
作
っ
た
と
き
の
気
持
ち
を
経
い
出
し
て
付
け
た
。

（
初
め
の
研
分
）

わ
た
Ｌ
は

ヨ
ッ
ク
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
川
　
京
千

今
日
は
自
宅
日
。
お
母
さ
ん
は
、
も
う
、
せ
ん
た
く
を
し
て

い
ま
す
。

「
そ
う
だ
、
今
日
こ
そ
お
料
理
を
作

っ
て
み
よ
う

」。

、 _ ス プ パ に   さ 、ヽ 人
わ お さ タ ル ラ  ｀今 ら ぃ を
た ズ あ | に 力

' お
度 に に 止

|ノ1`正
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児童の日記に見られる述べ方について (Ⅳ)

家
と
の
作
文

が
ん
ば
れ
、　
能
の
子
太
郎

ぼ
く
は
、
太
郎

の
力
気
と
や
さ
し
さ
、
そ
し
て
、

お
母
さ
ん
を
こ
う
気
持
ち
が
強
く

ば
に
の
こ

っ
た
。

の
ん
き
者
て
な
女
け
ん
ぼ
う

の
太
郎
は
、
あ
る
日

死
ん
だ
と
こ

っ
て

い
た
お
母
さ
ん
が
、
建
く
の
湖
て

り
め
う
に
な

っ
て
生
き
て

い
る
と
問
き
、
お
母
さ
ん

を
さ
が
し
求

め
る
旅
に
出
た
。

旅
の
と
ち

ゅ
う
て
さ
女
ぎ
ま
ｔ
告
し

い
日
に
あ

っ

て
も
、
太
郎
は
負
け
な
か

っ
た
。
水
を

つ
づ
け
な
が

ら
、
だ
ん
だ
ん
た
く
ま
し
く
成
長
し
て

い
く
太
郎

に
、

ぼ
く
は
、
が
ん
ば
れ
と
ば
の
中
て
声
え
ん
を
も

っ
た
。

太
郎

が

一
つ
の
こ
と
に
成
功
す
る
た
び
に
、
ｌＦ
く
は
、

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
く
な

っ
た
。

太
郎
は
、　
つ
い
に
お
母
さ
ん
に
め
ぐ
り
会

っ
た
。

そ
し
て
、
お
母
さ
ん
が
り

ゅ
う
に
な

っ
た

の
は
、
た

っ

た
二
び
き
の

い
わ
な
を
ひ
と
り
じ
め
に
し
た
た
め
だ

と

い
う
こ
と
を
打

っ
た
。
太
郎
は
、
お
り
ま
す
し

い
く

ら
し
を
志
し
み
、
広

い
土
北
を
作
ろ
う
と
共

ば
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
お
願

い
だ
。

こ
の
湖
を
お
ら
に
く
ろ
。

お
ら
、
山
を
切
り
開

い
て
水
を
流
し
、
こ
こ
に
見

わ
た

す

か
ぎ

り

の
画
ん

ｒ

を
作

っ
て
、

こ

の
人

た

ち

を

よ

び
集

め
た

い
。

そ
し

て
、

み
ん
な

が
は

ら

い

っ
ば

い
食

え
る

く

ら

し
を
作

り
た

い
」。

わ
た
し
た
ち
は
、

二
十
オ
に
な
る
と
威
人
式
を
む
か
え
ま
す
。

四
年

生
は
、
十
オ
に
な
る
宇
キ
て
す
。
Ａ
人
に
な
る
ま
て

の
、
ち
ょ
う
ど
半

分
の
キ
今
ま
て
成
長
し
て
き
た
わ
け
て
す
。

そ
こ
て
、
こ
れ
ま
て

の
成
長

の
あ
と
を
ふ
リ
モ

っ
て
、
各
自

「
成
長

の
ア
ル
バ
ム
」
を
作
り
ま
し

ｉ
う
。

策
吾
モ
換
”
Ｉ
■
一〓
寸

Ｏ
　
家

の
人
に
た
す
ね
て
古
く
，

ｏ
生
ま
れ
た
と
き
や
生
食
れ
た
日
の
様
子
。

・
小
さ

い
こ
ろ
の
様
子
や
出
来
事
．

Ｏ
　
家
に
あ
る
写
真
や
作
文
、
囲
的
な
ど

を
集
め
て
控
理
し
、
説
明
を
古
く
。

Ｏ
　
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
ゆ
め
や
希
望
を

ｔ
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ア
ル
パ
Ａ
≡
作
ガ
も
五

〇
　
ｆ

い
た
文
キ

や
整
理
し
た
写
真
、
作

天
、
四
口
な
ど
を
、
工
入
し
て
な
ら

べ
る
。

Ｏ
　
目
次

・
前
書
き

・
表
転
を
付
け
て
と

Ｏ
　
ア
ル
パ
ム
に
名
前
を
付
け
る
。

中
す
が
、
あ
と
は
、
日
や
三
角

や
四
角
な
ど
を
ご
ち

ゃ
ま
ぜ
に
し
た
も
の

島

口
　
汁

一
　

撫

□田… もヽ …ヽ―W・……

０
全
体
ｔ
ｔ
し
て
技

０
竹
お

の
中

ば
な

の

て
、
い

子
を
く

わ

一
０
こ

の
引
Ｒ

夫
か
ら

，
　

い
た
し

ょ
う

に

の

と
、
ほ
お
を
出
く
し
て
お

一

母
さ
ん
に
た

の
ん
だ
。
　
　
一

湖
が
な
く
な
れ
ば
、
お

一

母
さ
ん
は
死
ん
て
し
ま
う
。
一
。
・天

の
し
な

こ

し
か
し
、
お
母
さ
ん
は
、　
！　
を
く
わ
し
く
す
い

太
郎

の
た

の
み
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
た
。

二
人
は
、

力
を
合
わ
せ
て
と
を
切
叫
く
す
し
た
。
ぼ
く
は
、
女

ず
し

い
い
の
人
た
ち
の
た
め
、
今
が
け
て
働
く

二
人

の
す
が
た

に
ヽ
を
う
た
れ
た
。
え
ら

い
な
と
足

っ
た
。

苦
学
の
末
、
よ
う
や
く
広

い
土
地
”
て
き
た
と
き
、

太
郎
は
う
れ
し
く
て
な

い
た
。
そ
の
な
み
だ
が
可
ゅ

う

の
目
に
か
か
り
、
お
母
さ
ん
は
人
間

の
す
が
た

に

も
ど
る
こ
と
が
て
き
た
。

ｌＦ
く
は
、
太
郎

の
身
丸
と

や
さ
し
さ
が
、
お
母
さ
ん
を

枚

い
、
こ
の
人
々
を
キ
せ
に

し
た
の
だ
と
違

っ
た
。

一　
斉
常
を
よ
め
て
　
一口
四

成
長
の
ア
ル
バ
ム

木
村

さ
ん

の
ア

ル
パ
．ム
４ヽ

η
す

る
」
，小
名

７
ル
バ
ム

の
え
任
列

に
つ
い
て

Ａ
人
ま
で

あ
と
す
千
．

せ
の
な
い
小
さ
な
木
で
す
。

こ
れ
■
夕
小
ル
ぐ
ん
の
び
て
、

入
キ
なヽ
木
に
４
ユ
爪
い
と
思
っ

て
．が
び
る
」に
し
ま
し
た
。

日

次

一
ｔ生
ま
よ
た
の
は
こ
た
な
日
…
…
２

（
ド
号
々ヽ
ん
■
立
問
い
た
毎
）

，一
た
い
，
竹
に
■
，
た
結
３
１
…
…

字

官
う
ニ
ロ
で

あ

つ
後

）

二

う
キ
ギヽ
のヽ
欲
直
ん
品
…
・…
…

８

な
曇
回
“
な
の
作
予
Ｙ
拭
明
）

口
食
最
た
て
三
ユ
４
…
…
…

・カ

今
年
生
３
岳
答
食
〓
ぞ
れ
じ

と
こ
ん
で
に
大
き
て
ｔ
リ
ユ
し
た
‥
…
”

３
年
間
４
■
こ

★
夫
べ
に
な
った
ち

えヽ
４
一ヽ
と
を

（
わ
た
し
の
い
つ
▼
・・・・…
…
‥
が

て
、
自

分

の
と

，

理
し

て
を

い
て

い

本
村
さ
ん
が
ま
と
め
た
文
＝

一 生二れたて告(A9・かうmぃ て,一

・134pす!年6130日  fユ 君俺て,

・体t,′ '。,  ■ と P'Cえ

。つめの小静f・ 的 |ギS、つてヽ たヽ。

矢斥ヨよ

′キー 2日

,キー 38

3手‐― '日

,手-0日
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… ドリ 革 … … …    …

が
、
か

い
て
あ

っ
た
か
ら
て
す
。
ど
う
し
て
豊
足
な
の
か
、
今
え
る
と

ち

っ
と
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

て
も
、

四
オ
の
こ
ろ
の
わ
た
し
の
気
持
ち
が
、
そ
の
わ
け
の
分
か
ら

な

い
給
に
こ
め
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
そ
の
給
を
わ
ら
う

の
が
、

な
ん
だ
か
か
わ

い
そ
う

に
思
え
て
き
ま
し
た
。

二
ま

い
、
三
ま

い
と
め
く

っ
て

い
く
う
ち
に
、
ま
た
、
お
か
し
な
絵

に
ふ

つ
か
り
ま
し
た
。

「
は
は
の
ひ
」
と
堪
が
あ
り
ま
す
。
き

っ
と
お

母
さ
ん
を
か

い
た

の
て
し
ょ
う
。
女
の
人
ら
し

い
旗
と
、
な
ん
と
か
「
お

か
あ
さ
ん
」
と
携

め
る
字

が
か

い
て
あ
る
絵
て
す
。

お
母
さ
ん
は
、

「
こ
の
絵
は
、
モ
子
が
字
ら
し

い
も
の
を
書

い
た
、
初
め
て
の
絵
だ
か

ら
、　
い
ち
ば
ん
す
き
」。

と
、
ま
る
て
、
そ
の
作
を
き
の
う
も
ら

っ
た
か
の
よ
う

に
言

い
ま
し
た
。

今
の
わ
た
し
は
大
き
く
な

っ
た

の
て
、
宇
も
給
も
分
か
る
よ
う

に
か

け
る
け
れ
ど
も
、
お
母
さ
ん
に
と

っ
て
、
そ
の
絵
は
、
と
て
も
大
切
な

も
の
な
の
て
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
今
て
は
、
わ
た
し
に
と

っ
て
も
、
た

か
ら
物
に
な
り
ま
し
た
。

よ
く
分
が
ヽ
よ
う
．ｒ
”
■
と
≡
印
研

あ
な
た
は
、
ど
ん
な

「成
長

の
ア
ル
パ
ム
」
を
作
り
ま
し
た
か
。
そ
の

内
容

や
作

っ
た
と
き
の
工
夫
を
、
み
ん
な
の
前
て
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

〇

七
め
る
と
き
の
古
宝

「
み
な
さ
ん
、
こ
れ
が
わ
た
し
の
成
長

の
ア
ル
バ
ム
て
す
。
題
は
、

１
１

と
付
け
ま
し
た
。
そ
の
わ
け
は
、
―
―
て
す

」。

０

７
ル
メ
ム
の
内
さ
や
作
っ
た
と
き
の
工
央
の
出
明

「
こ
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
―
―

が
入

っ
て

い
ま
す

」。

「
工
夫
し
た

の
は
、
―
―

の
と
こ
ろ
て
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
、

―
―

と
考
え
た
か
ら
て
す
」。

Ｏ

ド
わ
り
の
す
士

「
わ
た
し
は
、
こ
の
ア
ル
パ
ム
を
作

っ
て
、

―
―

と

い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

こ

れ
て
発
表
を
終
わ
り
ま
す
い

ｏ

聞
く
と
き
は
、
お
の
幸
点
を
し

っ
か
り

聞
き
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ユ
■
を
■
え
て
　
ｍ
ロ

四
年

一
組
物
苫

次
の
作
文
は
、
中
川
を
が
、
改
宮

の
時
甘
に
な

っ
た

つ
も
り
て
学
故

の
出
来
手
を
書

い
た
も
の
て
す
。
中
川
君
は
、
時
計

の
目
て
え
た
よ
う

に
古

い
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
立
号
を
変
え
る
と
、
同
じ
出
来
手

て
も
、
ち
が

っ
た
え
方
て
ｔ
く
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
み
ん
な
て
、
北
野
者
の
お
天
さ
ん
の
た

め

に
、
千
代
紙
て
折
り
づ
る
を
折
ろ
う
よ

」。

「
わ
た
し
、
折
り
づ
る
の
折
り
方
れ

っ
て
る

わ
」。

口
村
さ
ん
が
吉

い
ま
し
だ
。
わ
た
し
も
、
ｔＦ

く
も
と

い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
み
ん
な
は
、
柏
技
し
て
、
次
採
枚
に
折
り

づ
る
を
折
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

先
生
は
、
首
を
反
ら
せ
て
、
わ
た
し
を
見

上
げ
て
言

い
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
投
求
を
始
め
ま
し
ょ
う

」。

立
号
を
空
え
て
作
文
を
■
こ
う
。

四
月

か
ら

今

ま
て

に
学

級

の
や
て

起

こ

っ
た

出
来
事

を
足

い
出

し
、

作

来

に
を

く

こ

と
を
決

め
ま

し

ょ
う
。

古

く

こ

と

が
共

ま

っ
た

ら

、
自

分

が
何

か

に
な

っ
た

つ
も

り
て

、
作

文

に

書

キ
と

予

し

■

・■
。

Ｏ
枚
宮

の
花
び
ん
や
景
振
な
ど
に
な

っ
て
。

Ｏ
校
兵
の
ホ

や
鉄
ぽ
う
な
ど
に
な

っ
て
。

Ｏ
先
生
の
立
場
に
立

っ
て
。

せ

い
た
作
文
を
持
ち
よ
り
、
「
四
年

一

祖
物
語
」
と

い
う
よ
う
な
題
を
付
け
て
、

文
集

に
す
と
か
と
し
よ
う
。

（
中
川
を
は
、
こ
の
作
文
を
何
度
も
携
み
込
し
て
、
古
き
直
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
そ
の
Ｔ
書
き
て
す
。
）

輸
粉
鮮
終
の
，、
し
ら
．
ヤ
川
★ヽ
た
は
い
っし
ャ
喉
ポ
ト
つ
た
の
い

・ |と

口
村
さ
ん
挙
村
オーー
掲
Ｎ
さ
い
て
い
ま
す
。方
花
准
・
中
川
を
は
、

対
も
の
所
で
任
って
協
鮮
帯
が
そ
く
の
時
間
に
な
っ
て
も
来

な
冴
て

え
に
来
た
ん
だ
。
蜻
鴨
館
輪
■

回 Ⅳ
中
川
な
の
作
文

（
前
■
年
，
）

が
ん
ば
れ
、
北
軒
君

中
川
　
洋
干

わ
た
し
は
、
四
年

一
伍
の
牧
宮
に
か
か
っ
て
い
る

時
■
て
す
。
点
在
の
と
上
か
ら
、　
い
つ
も
牧
空
を
え
下
ろ
し

わ
た
し
の
所
か
ら
は
、
タ
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が

た
せ
ま
す
。
声
も
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。

あ
れ
は
、
た
し
か
十
月
の
初
め
て
し
た
。
い
つ
も
え
丸
て

か
ら
枚
宮
に
来
る
北
軒
者
が
体
ん
だ
日
の
こ
と
て
す
。

モ
の
日
、
わ
た
こ
の
は
り
が
八
時
三
十
分
を
指
し
て
も
、

や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
朝
自
留
が
お
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

画
村
さ
ん
と
中
川
を
の
声
が
、
耳
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

「た
野
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
か
し
，
。
や
川
さ
ん
は
い
っ
し

ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
い

と
、
口
村
さ
ん
が
き
い
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
中
川
を
は
、

、
い
つ
も
の
所
て
持

っ
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
約
そ
く
の
時
間

に
な

っ
て

も
来
な

い
の
て
、
先
に
来
た
ん
だ
。
何
か
あ

っ
た
の
か
な

」。

と
、
わ
た
Ｌ
を
見
上
ｌｆ
な
が
ら
、　
ば
配
そ
う
な
声
て
答
え
ま
し
た
。

わ
た
し
が
八
時

四
十
分
を
指
し
た
と
き
、
先
生
が
牧
空
に
入

っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
Ｌ
ゎ
た
し
に
せ
を
向
け
て
持
し
始
め
ま
し
た
。

「
北
軒
を
の
お
天
さ
ん
が
、
キ
在
、
け
が
を
し
て
入
魔
さ
れ
ま
し
た
。

今
朝
早
く
か
ら
、
手
し
ゅ
つ
を
す
る
そ
う
て
す

」。

「
先
生
、
ど
こ
の
病
院
て
十
か
」。

「
北
軒
を
も
病
院

へ
行

っ
た
ん
て
す
か
」。

み
ん
な
は
、
口
々
に
先
生
に
た
す
ね
ま
し
た
。

み
ん
な
、　
ば
配
そ
う
な

頼
て
す
。
中
川
ぞ
が
立
ち
上
が

っ
て
す

い
ま
し
た
。

｀
   よ  て
く ヽヽ

え ま
わ す

朝
早

く

北
野
を
は

そ
の
と
き

に
未
た

え1

―平成 9年 10月 2日 受 理―
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